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　紙質の高級化、多様化に伴い、要求される品質も多岐多用にわ
たっており、特に印刷適性に対する要求も高度化しています。　本
来サイズプレスは抄紙機のプレスパートにおいて、脱水プレス後
の湿紙に対して紙の表面強度を上げ、或は印刷適性向上を目的と
して、サイズ液を 2 本ローラで紙表面に塗工する表面サイジング
方式です。従来のビーター添加による内面サイシング方式より効果
的でしかも低コストです。更にサイズプレスはトップコートの下塗
り用としてもオンマシンコーティングに数多く採用され、紙質及び
印刷適性の向上に多くの役割を果しています。　本機はこれらの
実機の条件を最大限取り入れ、しかも再現性、作業性も充分満足
できる機構を採用した試験用サイズプレスです。その構造は、特殊
材質の 2 本のロールを 35 度傾斜して並べたインクライン型プレ
スで、試料液槽から配管によりサイズ液をロール上に送り出し、
ロール間に液のダムを形成させ、半乾燥或は乾燥紙（無サイズ）を
このサイズ液中に通し、直ちにロールニップによりプレスする方式
です。
　オプションとして温水・循環装置を設け、プレスロールの加温機
構をすることもできます。

ニ ッ プ 圧
プレス速度
試 験 紙
プレス方式
付 着 量
モ ー タ
オプション

塗布液タンク
循環ポンプ
ロール加温
エ ア ー 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

50 ～ 250N/cm
40 ～ 100m/min （オプション 150m/min）
標準巾 250mm 最大幅 300mm 最大長 600m　
枚葉 又は 巻取
0.5 ～ 3g/m2

3 相 200/220V 50/60Hz 0.75kW
塗布液循環
ロールジャケット温水循環
ジャケット付サイズ液槽 （オプション）
モノフレックスポンプ モータ 単相 100/110V 0.1kW
室温～ 80℃ 温水循環による　恒温水槽（オプション）
0.5MPa
1200×1100×1400mm
525kg

　従来のサイズプレスを小型し、卓上サイズでの実験用でコ
ンパクトな装置です。水平ロールタイプは 2 本のロールの間
に液ダムをつくり、そこに紙を通して浸漬とプレスを行いま
す。垂直ロールタイプは上下ロールにそれぞれロッドにて塗
膜をつくり、そこに紙を当てて塗膜を転写することができま
す。

水平ロールタイプ

垂直ロールタイプ

No.2200B BNo.2201

サ
イ
ズ
・
含
浸

サ
イ
ズ
・
含
浸

No.2200  |  試験用サイズプレス（インクライン型） No.2201  |  卓上型サイズプレス

ロールサイズ

材 質
速 度
圧 力
ロール加温
モ　ー　タ
エ ア ー 源
外 形  寸  法   
重 量

原動　φ150mm x 幅 300mm 
従動　φ150mm x 幅 300mm
NBR  硬度 90    
1 ～ 7m/min
10 ～ 100N/cm
温水循環により加温可能（Max80℃）
単相 100V 50/60Hz
0.5MPa 
83 x 57 x 65cm
105kg

水平ロールタイプ

ロールサイズ

送りロール
材 質
ロール間隙

圧 力
塗 工
ロ ッ ド
速 度
自 動 運 転
モ  ー  タ

エ ア ー 源
外 形 寸 法
重 量

上部　φ200mm ｘ 幅 300mm
下部　φ200mm ｘ 幅 300mm 
φ50mm ｘ 幅 310mm
NBR 硬度 90
0 ～ 1mm
マイクロゲージストッパーで 0.01mm単位調整
100N ～ 500N（3.3 ～ 16.7N/cm）
各ロールにそれぞれコーティングロッドによる塗工
コーティングロッド塗工幅 300mm
0.5 ～ 7.0m/min
ロール回転位置検出センサによる試料の自動送り
100V 50/60Hz 120W 4A
無段変速コントローラ　回転数デジタル表示
0.5MPa 
81 x 70 x 60cm
110kg

垂直ロールタイプ


